
令 和 ７ 年 度 第 ２ 回 函 館 方 面 森 警 察 署 協 議 会 議 事 概 要

１ 開催日時・場所

・ 令和７年11月20日（木）午後１時25分から午後２時50分までの間

・ 函館方面森警察署 会議室

２ 出席者

⑴ 協議会委員 ５名（定員６名）

・ 会 長 髙 橋 恵 子

・ 副 会 長 瀧 澤 静

・ 委 員 根 本 あけみ

・ 委 員 阿 部 裕 紀

・ 委 員 甲 田 祐 康

⑵ 森警察署員 ５名

・ 署 長 嵯 峨 康 成

・ 副 署 長 塩野谷 卓 実

・ 刑生課長 五十嵐 裕 治

・ 地交課長 白 川 祐 毅

・ 警備課長 二本柳 恭 介

３ 協議会会長挨拶

４ 警察署長挨拶

５ 警察活動の概況説明

６ 協議事項

⑴ 令和７年度第１回森警察署協議会における意見への対応結果

【前回協議会における意見】

地域住民としても、コミュニケーションの面で、外国人技能実習生の方に、町の行事などへ

参加してもらい、文化交流などを積極的にやっても良いのではないかと感じる。

【対応状況（警備課長）】

森警察署では、前回の協議会以降、森町及び鹿部町において、外国人技能実習生を対象と

した防犯、防災、交通安全等をテーマとしたセミナーを複数回実施しております。

また、本年12月には、森町主催で外国人技能実習生を対象とした餅つきイベントが開催さ

れる予定で、森警察署も防犯等の講話をさせていただく予定です。

⑵ 諮問事項「公共空間と化したインターネットで求められる情報モラルと犯罪被害防止」

・ 身近なサイバー犯罪

・ サイバー犯罪の手口 など

【委員】

プライベートでＳＮＳを利用しているが、数年前、アカウントを乗っ取られた経験がある。

この際は、二段階認証を設定するなどしたところ被害はなくなったが、アカウントの

乗っ取りや、なりすましは身近で発生している。

【警察】

アカウントの乗っ取りを防ぐには、二段階認証のほかにも、自分の名前や誕生日など推測

されやすいパスワードにしないことなども重要となります。



【委員】

生成ＡＩについて、導入を検討する企業もあると思うが、利用時に入力した情報等は、

生成ＡＩを管理・運営する企業に知られてしまうのか。

【警察】

インターネットを介した外部のサービスである以上、生成ＡＩを管理・運営する企業に

内容が知られる可能性はあるものと考えられます。

【委員】

若い世代になると、インターネットのゲーム上で知り合った相手と連絡を取り合ったりし

ているが、子どもに対しては、インターネットとの付き合い方や正しい防犯情報を教える

ことも重要だと感じる。

【委員】

様々な場面でパスワードを使っているので、いざ必要な時に思い出せないこともある。

インターネットに関することは、自分より詳しい家族に聞いている。防犯に関する情報も

たくさんある中で、詐欺や犯罪かもしれないと感じて対応していたことが、本当に自分に

関わることだったということもあった。

【警察】

北海道警察では公式防犯アプリ「ほくとポリス」を配信しています。地域における防犯情

報の配信を受けたり、特殊詐欺の発生状況をマップ上で見ることができたりと大変便利です

ので、ぜひ御活用ください。

【委員】

諮問事項から外れるが、犯罪や交通事故の発生件数について、人口あたりの割合などを

見てみたい。

【警察】

検討させていただき、次回協議会で報告いたします。

７ 次回協議事項

事務局提案の「交通安全対策」に決定した。

８ 次回開催予定

令和８年２月を予定


